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一
、
姓
氏
の
沿
革
と
玉
置
氏

古
史
を
按
ず
る
に
、
個
々
の
血
族
が
他
と
の
区
別
を
明
ら
か
に
せ

ん
と
し
て
、

所

謂
氏

を

名

乘
り
し
は
じ
ま
り
は
、
お
よ
そ
應

神

天

皇

う
じ

の

頃

な

る
べ
く
、
そ
の

頃
、

論

語
・

千

字

文

な
ど
の

文

物
が

漢

土
よ

り
渡
来
し
、
諸
事
を
記
録
す
る
習
慣
は
急
速
に
普
及
せ
し
も
の
と
思

れ
る
。

大

伴
・

物

部
の

如
く

職

掌

を

以
て

氏

称
と

す

る

例
、

或
は

葛

城
・

平
群
な
ど
地
名
を
名
乘
る

例
な
ど
、
古
書
に
散
見
す
。
然
し
て
そ
れ

ぞ

れ
の

系

統
、

祖

先
の
傳

承
の

類
は
、

早
く

も

允

恭

天

皇
の

世
に
、

探
湯
に
よ
り
て
そ
の
正
邪
を
判
ぜ
り
と
の
史
傳
の
如
く
、
作
意
と
仮

く
が
た
う

冒
の
行
な
は
れ
し
こ
と
あ
る
を
知
る
べ
し
。

此
の
頃
、
職
分
と
家
格
と
系
統
と
に
よ
り
て
、
臣
・

連
・

道
・

直

お
み

む
ら
じ

み
や
つ
こ

あ
た
へ

な
ど
の

姓

が

使

用

さ

れ
制

度
化

さ

れ
た
り
。
こ

れ

ら
古

代
の

氏

姓

か
ば
ね

制
度
に
関
し
て
は
、
多
く
の
先
学
の
研
究
あ
り
。



継
体
天
皇
以
後
、
皇
親
の
子
弟
に
し
て
新
た
な
る
氏
を
創
む
る
例

著
し
く

多
く

な
り
、

酒

田

公
・

茨

田

公
・

多

治

比

公

な
ど
が

史
に

見

ゆ
。こ

れ
よ
り
聖

徳
太

子
の
時
に
及
び
、

冠
位
の
制
定
め
ら
れ
、

大
化

の
改
新
を
経
て
天
武
天
皇
十
二

年
、
舊
来
の
氏
姓
制
度
を
改
め
て
、

新
た
に
八
色
の
姓
が
制
定
さ
る
。
即
ち
、
真
人
・
朝
臣
・
宿
彌
・

忌
寸

な
ど
八

等
の
族

姓

な
り
。

当
時

著
名
の
氏
に
は
、
阿

部
・

紀
・

春
日
・

小

野

な
ど
の

地

名

を

称

す

る

例
、

中

臣
・

卜

部
・

海

部

な
ど
の

職

掌

を

名

乘

る

例

な
ど

頗

る

多
し
。

此
の

頃

韓

土
に

於
て
は
、

百

濟
・

高

麗

な
ど

滅

亡
し
て
新

羅
に
統

一
せ
ら

れ
、

王
族
・

貴
族

な
ど

多

数
の

人
士
が
半
島
よ
り
帰
化
し
、
氏
族
の
数
も
急
激
に
増
加
せ
り
。
奈
良

時
代
に
到
り
て
こ
れ

ら
の
帰

化
系

氏
族
も
、
極
め
て
自
然
に
古
来
の

日
本
民
族
中
に
融
合
せ
り
。
当
時
幾
多
の
改
氏
改
姓
の
あ
り
し
こ
と

国
史
に
見
え
、
新
ら
し
き
皇
親
系
の
氏
族
も
含
め
て
、
清
原
・
春
原
・

晴

海
・

大

和
の

如
く

佳

字
・

嘉

名

を

用
い
、

抽

象

的

な

る

氏

称

も

多

く
出
現
せ
り
。

平
安
朝
の
初
め
、
若
干
の
姓
系
に
関
す
る
書
が
世
に
行
な
わ
れ
、



或
は
漢
土
三
韓
の
帝
王
は
皆
天
御
中
主
神
の
裔
孫
な
り
と
記
し
、
或

は

辺

境

各
地
の
古

族
の
、

挙
っ
て
神

武
天

皇
以

来
の
皇

系
に
つ

ら

な

る

な
ど

伝
え
た
り
と
い

う
。

此
の
爲
、

嵯

峨

天
皇
の

弘

仁

六

年
、

勅

し
て

京

師

五

畿

内
の

氏

族
、

一

千

一

百

八

十

二

氏
の

系

傳

を

蒐
め

て
、
「
新
撰
姓
氏
録
」
を
編
せ
し
む
。
五
幾
以
外
の
諸
国
の
氏
族
に
関

し
て
は
、
遂
に
か
ヽ
る
蒐
集
の
記
録
な
し
。

遣
唐
使
が
日
本
の
文
化
向
上
に
貢
献
せ
し
こ
と
は
史
に
明
ら
か
な

る

事

実
に
し
て
、
そ
の

一

環
と
し
て

学

者
、

文

人
が

本

名
の

他
に
、

字

又
は
号

を
称
す
る

風
習
を
生

ぜ
り
。
菅
原
氏
の
三

男
が
管
三
と

あ
ざ
な

言
ひ
、
平

氏
兄
弟
の
仲
の
者

を
平
仲
と
称
し
、

又
は
文

忌
寸

氏
の
人

に
て
紀

州
の

上

田
に

住
せ
し
が

上

田

三

郎
と
と

称
せ
し
な
ど
、

す
べ

て

各

個

人
の

称
せ
し

字

な
り
。

時

代

を

経
て

土

地

制

度
の

変

化
に

あ
ざ
な

伴
い
、

父

子

相

嗣

ぎ
て

同
じ

土

地
に

住
せ
し
よ
り
、
そ
の

家
の

代

々

が

同
し

称

号

を

名

乘

り
し
よ

り
、
こ

れ

を

苗

字
と

呼
ぶ

風

習

も

起

る
。
苗
字
・
名
字
と
記
し
て
、
そ
の
由
来
に
諸
説
あ
る
も
、
要
は
己
の

家
系
と
他
と
を
識
別
す
る
爲
の
呼
称
に
し
て
、
地
名
職
名
な
ど
を
用

ふ
る
こ
と
は
、
上
古
の
氏
称
の
発
祥
起
源
と
殆
ど
同
じ
な
り
。



本
書
に
記
す
玉
置
氏
の
流
れ
を
見
る
に
、
そ
の
起
源
は
大
和
の
葛

城

地

方
に

始
ま

る

古

族
に
し
て
、

上

古
の
世
、
今
の
尾

張
地

方
に
移

り
て
、
所

謂
尾

張
族
な
る
大

族
と
な

れ
り
。
此
の
氏
族
の
紀
伊
に
あ

る
者
を
、
紀
伊
尾
張

連

と
言
い
、
「
先
代
舊
事
本
紀
」
に
見
え
た
り
。

む
ら
じ

同
じ

地

方
の

熊

野

連

氏
と

共
に
、

代

々

紀

伊
の

熊

野

神

社
に

奉

仕

し
、
三
宮
の
一
な
る
熊
野
本
宮
の
祀
宮
を
世
襲
せ
り
。
熊
野
連
の
子

孫
は
、

後

世

和

田

氏

を

称
し
、

穂

積

臣
の

後

な

る

鈴

木

氏
・

榎

本
・

宇
井
の
三
氏
は
、
新
宮
（
熊
野
速
玉
神
社
）
の
祀
宮
を
勤
め
た
り
。
紀

伊

尾

張

連

氏
は

紀

伊

国
の

氏

族

な

れ

ば
、

も
と

よ

り
「

新

撰

姓

氏

録
」
に
は

所

載

な
し
。
そ
の

玉

置

を

称

す

る
は
、

大

和

吉

野

郡
の

玉

置
山
に
あ

る
玉

置
神
社
を
氏
神
と
し
て
奉

祭
す

る
こ
と
に
基
つ
き
、

こ
れ
も
亦
地
名
を
以
て
名
号
と
せ
る
一
例
な
り
。
玉
置
は
読
ん
で
タ

マ
キ
と
い
ヽ
、
そ
の

語

源

語

意
は

詳

ら
か

な

ら

ざ

る

も
、

由

来

縁

源

は
極
め
て
古
か
る
べ
し
。

玉
置
の
地
名
は
、
ひ
と
り
大
和
吉
野
郡
の
み
な
ら
ず
、
若
狹
國
遠

敷

郡
に
も

玉
置

郷
あ
り
。
今
の
野
木

村

松
永
丸
の
近
傍

な
り
。
又
、



上
總
国
天
羽
郡
に
は
環
と
記
す
地
あ
り
。
文
書
に
よ
り
て
は
玉
木
と

も
記
す
こ
と
あ
り
。
中
世
環
城
別
名
峰
上
城
あ
り
て
、
戦
国
時
代
に

真
里
谷
道
観
な
る
者
居
城
せ
り
。
但
し
、
環
又
は
玉
木
氏
と
称
せ
し

事
は
無
き
が
如
し
。

一
つ
の

土

地
に
、

系

を

異
に

す

る

氏

族
が

居

住
し
て
、

同
じ

苗

字

を

名
乘
る
例
は
全

国
に
少
な
か
ら
ず
。
武

蔵
の
畠
山
・
下
野
の
足
利

・
そ
の
他
そ
の
例
な
り
。
然
し
乍
ら
、
一
つ
の
特
定
氏
族
に
属
す
る
固

有
の

苗

字
に
し
て
、
そ
の
末

裔

分
流
の
、
全

国
如

何
な

る
所
に
移

住

す

る
と
も
、
そ
の

系
は

一

流
に
帰

す

る

例

も
、

亦

少
し
と
せ
ず
。

四

国
の

長

曽

我

部
・

九

州
の

龍

造

寺
・

三

河
の

奥

平
・

下

野
の

宇

都

宮

な
ど
そ
の

例
に
し
て
、
玉

置
氏

も

亦

大
和
の
奥
、

十

津
川
の
上

流
に

し
て
、
紀
州
に
接
す
る
土
地
を
根
據
と
す
る
古
族
の
一
例
な
り
。

一
、
玉
置
氏
の
家
紋
と
氏
族
の
移
動

熊

野

三

社
の

神

紋
は
「

烏

紋
」

な

る

も
、

玉

置

氏
は
こ

れ

を

用
い



ず
。
本
書
の
巻
末
に
あ
る
如
く
、
現
在
の
玉
置
氏
の
使
用
す
る
家
紋

は
、

決
し
て

一

様

な

ら

ず
し
て
、
「

洲

浜
」
・
「

右

頭

三
つ

巴
」
・
「

稲

丸
」
・
「
丸
に
釘
抜
」
・
そ
の
他
多
様
に
わ
た
る
を
見
る
。

洲
浜

右

頭

三

丸
に
釘

紋

巴
紋

抜
紋

代
表
的
な
る
は
「

洲
浜
」
に
し
て
、

大
和
・
紀
伊
に
は

此
の
紋
章
を

用
ふ
る
氏
族
少
な
か
ら
ず
。

そ
の
由
来
は
、
元
服
・
婚
礼
等
の
慶
事
の
折
に
、
鶴
亀
・
松
竹
梅
な
ど

を

飾

り
し

台

盤
に

象
ど
り
し

も
の
と
い
ふ
。

吉

兆
の

文

様
と
し
て
、

衣

服
・

調

度

な
ど
に

頻
り
に

用
い

ら

れ
し

例
は
、

多
く
の

絵

巻

物
に

見
る
所
な
り
。

中
世
に
は
、
常
陸
の
雄
族
小
田

氏
が
此
の
紋
を
使

用
し
、

一
族
の

宍
戸
氏
が
安
芸
に
移
住
し
て
毛
利
氏
に
属
せ
し
も
変
ら
ず
、
今
尚
宍

戸
氏
の
代
表
家
紋
な
り
。
玉
置
氏
が
此
を
用
い
し
理
由
は
明
ら
か
な



ら
ざ
る
も
、
神
饌
神
事
の
供
御
に
関
係
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
や
。

元

来

家

紋
と
は
、
古
く
は

各

職
掌
の
記

号
に
始
ま
り
、
や
が
て
衣

裳
・

車

駕

等
に

装

飾

的
に

用
い
し
に

由

来

す
べ
し
。

例
え
ば

古

来
よ

り
の
帷
幕
に
木
瓜
文
を
画
き
し
は
、
服
色
宮
殿
を
掌
り
し
忌
部
氏
の

記
号
に
し
て
、
鉾
・
鼓
な
ど
に
巴
の
文
を
用
い
し
は
、
武
器
を
掌
り
し

？
紋

物

部

連
の

用
い
し

も
の
、
や
が
て
武

神

を

祀

る

神

社
の
多
く
が
、

巴

を

神
紋
と
す
る
に
到
れ
り
。
中
世
、
戦
陣
に
幕
を
張
り
し
時
に
幕
紋

を

記
し
、
旗
の
ぼ
り
に
は
旗

紋
を
画
き
、

以
て
自

ら
の
所
在
を

一
目

瞭
然
た

ら
し
め
し
事
は
、
多
く
の
軍
記
物
語
な
ど
に
見
る
所
な
り
。

然
し
乍

ら
、

軍
功

を
樹
て
ヽ

主
君
よ
り
紋

を
下

賜
さ
れ
、

或
は
戦
陣

に
て
討

取
り
し
敵
將
の
紋

を
、

以
後
は
自
ら
が

使
用

す
る
な
ど
、
氏

族
の
歴
史
と
共
に
、
紋
章
の
変
遷
改
廃
も
常
な
ら
ず
。

近
世
に
及
び

て
は
、
富
豪
よ
り
嫁
入
り
せ
し
新
婦
、
或
は
勢
力
あ
る
他
家
よ
り
入

聟
せ
る

新
郎
が
、
実
家
の
家
紋

を
日
常
の
雨
傘
・

提
燈

な
ど
に
使

用

し
て
、
そ
の
家
が

複
数
の
家

紋

を
常

用

す
る
こ
と
も

稀

な
ら

ず
。

但

し
そ
の
苗
字
の
伝
来
す
る
家
紋
は
、
代
々
の
墓
石
に
刻
ま
れ
た
る
も

の
と
知
る
べ
き
な
り
。



右
に
述
べ
し
如
く
、
苗
字
・
家
紋
共
に
歴
史
の
変
遷
に
随
い
て
、
数

多
の
変
轉
を
辿
り
し
も
の
な
る
も
、
全
国
的
に
大
い
な
る
変
化
の
生

ぜ
し
時
期
は
、
左
の
如
く
日
本
歴
史
上
、
五
度
に
わ
た
り
し
事
を
知

る
べ
し
。

一
、
鎌
倉
幕
府
に
よ
る
守
護
地
頭
の
任
命

関

東
の

御

家

人
が
、

或
は

中

国
・

九

州
へ
、

或
は

奥

州
へ
と

移

住
せ
し
時
な
り
。

二
、
建
武
の
中
興
と
南
北
朝
の
戦
乱

奥

州
の

武

七

團

が

北

畠

顯

家
に

從
い
て

東

国
と

近

畿
へ
、

又
、

鎌

倉
の

武

士
は

足

利

尊

氏
に

從
い
て

中

国
か

ら

九

州

へ
、
更
に
そ
の
逆
行
あ
り
。

三
、
應
仁
の
乱
と
戦
国
時
代

北
條
早
雲
の
出
現
と
、
斎
藤
道
三
の
国
盗
り
な
ど
、
そ
の
最

た
る
も
の
な
り
。

四
、
豊
臣
氏
、
徳
川
氏
に
よ
る
大
名
の
移
封
・
國
替
え

父

祖

伝

来
の

地
に
は

長

男

を

残
し
、

次

男

以

下
が

領

主
と



共
に
移
住
せ
し
事
多
か
る
べ
し
。

五
、
明
治
維
新
の
爭
乱
と
今
次
大
戦
後
の
混
乱

こ

れ
に
よ

り
て
、

同

系

統
・

同

苗
の

氏
が
、

意

外

な

る

遠

隔
の

地

に

存
在
し
、
同
じ
伝
承

を
有

す
る
こ
と
、
或
は
先
祖
が
何

故
に

此
の

地
に
来
り
し
か
な
ど
を
考
察
す
る
こ
と
を
得
べ
し
。

一
、
熊
野
本
宮
祀
官
玉
置
氏
の
伝
承

紀

伊

國

牟

婁

郡
に
、

熊

野
座

神

社
・

熊

野

早

玉
神

社
・

那
智

神
社

く
ま
の
に
ま
す

の

三

社

あ
り
。

上

古
よ
り
の

大

社
に
し
て
、

朝

野
の

尊

崇

を

蒐
む
。

中
古
以
来
、
佛
教
の
興
隆
に
伴
な
い
て
本
地
重
跡
説
の
唱
え
ら
れ
し

よ
り
、
熊
野
三
所
権
現
と
い
ヽ
、
熊
野
三
山
と
も
称
せ
ら
る
。

此
の

地
は
、

上

古
に

熊

野

国
の
置
か

れ
し
地
に
し
て
、

饒

速

日
命

の

裔

な

る

物

部

氏
の
一

族
が

国

造
と

な
り
、

熊

野

直

を

称
し
て

世

あ
た
ひ



々

相

伝

う
。
や
が
て

直

を

改
め
て

連

と
な
り
、
熊

野

座
神

社
の
神

あ
た
ひ

む
ら
じ

主
と
な
り
、

苗

字

を

和

田
と
い

う
。

是
を

熊
野

本

宮
と
し
、

早

玉

神

社
を
称
し
て
熊
野
新
宮
と
い
う
。

延
喜
七
年

十
月
に
、

宇
多
法
皇
の
熊

野
行
幸
あ
り
。
や
が
て
藤
原
氏

一
族
の
熊
野
別
當
に
任
ぜ
ら
れ
し
よ
り
、
新
宮
を
根
據
と
し
て
別
當

の

一

族

繁

衍
せ
り
。

岩

田
・

大

岡
・

田

辺
・

鳥

居
・

宮

崎
・

九

鬼

等
の

諸
氏
は
、
皆
そ
の
支
裔
な
り
。

本

書
に
記

す
玉

置
氏
は
、

熊

野

本

宮
の

神
官

な
り
。
「

紀
伊

国
続

風
土
記
」
に
云
う
。

本

宮

左
坐

坂

本

内

匠
・

坂

本

亀

彦
・

玉

置

縫

殿
・

竹
坊

大
蔵

・
請
川
采
女
・
請
川
三
兄
・
尾
崎
又
八
・
丸
山
仲

右

坐

坂

本

大

尉
・

坂

本

勘

解

由
・

玉
置

伊

勢

之

助
・

玉

置

主

計
・

竹

内

数

馬
・

小

中

直

紀
・

音

無

中

務
・

尾
崎
恒
彦
・
竹
房
敏
彦

中
坐

二
階
堂
内
蔵
之
丞
・
堤
栄
司
・
玉
置
修
理

西

坐

玉

置

左

近
・

小

中
保

之

進
・

玉

置

伊
豫
・

壹

岐

狹

嶋
・
和
田
小
源
太
・
玉
置
虎
市



右
は

江

戸

時

代

中

期
の

人

名

な

る

も
、

玉

置

氏
の

名

古
く
よ

り

史

書
に
見
え
た
り
。
「
太
平
記
」
に
、
熊
野
八
庄
司
云
々
と
あ
り
、
湯
川

・

玉
置
・

新
宮
・

安
田
・
芋

瀬
・

中
津

川
・
野
長
瀬
・
湯
浅
の
八

庄
司
こ

れ
な
り
。
大
塔
宮
護
良
親
王
の
入
山
を
拒
み
し
な
ど
の
記
載
あ
り
。

前

記
の

続

風

土

記
、

並
に

伝

承
の

系

図
に

曰
く
、

小

治

田

宮
（

推

古

天

皇
）
の
御

宇
、

尾

治

連

佐
米
の
四

男

牧

夫
、
熊

野

大

神
の

忌

人

ヒ

ラ

フ

と
爲
り
て
祀
る
」
と
。

「

先

代

舊

事

本

紀
」
の

天

孫

本

紀

條
に

も
、

饒

速

日

尊

十

八

世

尾

治

牧
夫
連
は
、
紀
伊
尾
治
連
等
の
祖
、
と
見
ゆ
。
茲
に
い
う
尾
治
と
は
、

尾

張
の
こ
と
に
し
て
、

紀

記
に
は
、

尾

張

氏
の

祖

を

天

火

明

命
と

す

？

る
も
、
「
舊
事
本
紀
」
に
は
、
饒
速
日
命
と
す
。

今
、
こ

れ

ら
の

古
書
に
よ
り
て
、

尾

張
（

治
）

氏
の

系
、

並
に
玉

置

氏

の
譜
を
示
さ
ば
、
凡
そ
左
の
如
し
。

饒
速
日
命
の
子

天
香
山
命

天
村
雲
命

天
忍
人
命

天
忍
男
命



海
部
直
祖

天
戸
目
命

建
斗
目
命

建
田
背

妙
斗
目
命

建
宇
那
比

六
人
部
連
祖

留
連
祖

建
多
乎
利

大
分
國
造
祖

建
彌
阿
久
良

大
海
部
直
祖

建
諸
隅

倭
得
玉
彦

弟
彦

淡
夜
別

大
海
媛

日
女

崇
沖
天
皇
妃

玉
勝
山
代
根
古

五
百
木
辺
連
祖

若
都
保

豊
國
造
祖

置
部
與
曽

飛
騨
國
造
祖

彦
與
曽

大
八
椅

大
縫

小
縫

弟
彦

淡
夜
別
の
子
と
も
い
う

尾
張
國
造
・
尾
張
連

乎
止
與

建
稲
種

尾
綱
根

針
名
根

宮
簀
媛

意
乎
己



稚
彦

日
本
武
尊
妻

金

坂
合

佐

米

乙
訓
與
等

岐
閉

古
利

兄
日
女

栗
原

智
古

阿
古

間
古

弟
真
根

中
天

牧
天

紀
伊
尾
治
連
祖

熊
野
大
神
忌
人

白
猪
子

子
麿

八
斗

豊
主

武
熊

富
久

行
豊

基
直

縄
重

安
明

遠
範

忠
冬

宗
道

光
之

光
之
は
、
玉
置
伊
賀
、
久
米
大
夫
と
号
し
、
寛
治
四
年
二
月

荘
司

と
為
り
、

日
髙
郡

小
室

莊
に
住
す
と
い

う
。
堀
河

天
皇
の
頃
の
人

な
り
。



鎌
倉

時
代
以
後
は
各

地
に
分

住
し
、

或
は
玉
置
・

或
は
玉
木
と
記

す
。

南
北

朝
の
頃
、

南
朝
方
に
玉
置
庄
司

貞
頼

あ
り
。
興
国

四
年

畠

山
國
清
に
就
き
て
足

利
尊

氏
に
降
参
し
、
所

領
を

与
え
ら
れ
し
も
、

間
も
な
く
叛
い
て
南
朝
方
に
帰
す
と
い
う
。
そ
れ
よ
り
十
余
年
を
経

て
、
延
文
二
年
の
記
録
に
左
の
如
く
見
ゆ
。

在
田
郡
糸
我
莊
領
主
、
熊
野
本
宮
社
司
玉
木
六
郎
、
或
は
、
絲
賀

莊
地
頭
、
玉
置
六
郎

日
髙
郡
・
在
田
郡
の
他
、
牟
婁
郡
・
海
部
郡
な
ど
に
も
記
録
あ
り
。

室
町
期
以
後
に
関
し
て
は
、
項
を
改
め
て
記
載
す
べ
し
。

一
、
大
和
十
津
川
の
玉
置
氏

大
和
の
奥
、
吉
野
の
南
方
は
、
山
を
隔
て
て
紀
州
の
熊
野
に
通
じ
、

十

津

川

を

介
し
て

南

北
に

交

通

あ
り
。

さ

れ
ば

前

節
に

述
べ
し

熊

野
本
宮
の
神
官
た
り
し
玉
置
氏
の
一
族
が
、
南
大
和
の
十
津
川
辺
に



移

住
せ
し
は
、

自

然
の

理

な

る
べ
し
。

然
し
乍

ら

此
の

地

域
の

玉

置

氏
は
、

或
は

平

氏
の

余

裔
と

称
し
、

或
は

本

姓

藤

原

氏
と

伝

え

た

り
。吉

野
郡
十
津
川
邑
に
玉
置
山
あ
り
、
山
上
に
玉
置
権
現
あ
れ
ば
、

此
の

地
の

玉

置

氏
が

奉

齋
せ
し

神

社

な

る
べ
し
。

所

蔵
の

金

石

文

に
、
応
保
三
年
（
保
元
平
治
の
直
後
）
、
貞
永
二
年
（
鎌
倉
時
代
）
、
文

安

四

年
（

室

町

時
代
）
と

あ
り
、

神

官
（

祝
）

別
當
は

玉

置

氏
に
し
て

そ
の
僧
舎
を
多
聞
院
と
い
う
（
大
和
志
に
よ
る
）
。

「

吉

野

山

志
」

な
ど
に
は
、

玉

置

庄

司
は

玉

置

山
の

麓
に

住

す
と

も
い
ヽ
、

又

近

在
の

折

立

村
に

あ

り
と

も
い

う
。

同

村
の

松

雲

寺
に

玉
置
庄
司
の
像
あ
り
。
そ
の
掛
札
に
曰
く
、

當
山
の
開
基
、
素
庵
順
公
庵
主
。
平
三
位
宰
相

資
盛
が
長
男
、
玉

置
庄
司
下
野
守
直
虎

と
記
す
。

但
し
、
そ
の

裏
に
、

応

永

六

年

十

二

月
の

銘

あ

れ
ば
、
こ

れ
は

南

北

朝
合
一
の
後
に
さ
れ
し
も
の
な
り
。

「
吉
野
郡
舊
記
」
等
に
は
、

玉

置
、

昔

平

家

之

一

門

三

位

中

将

資

盛

卿
の

三

男

吉

野

十

津

川



に

蟄

居

す
。

其

裔

玉

置
、

官

軍
に
奉

仕
。

又
、

玉

置

権

現

社

家

有

り
。
皆
是
、
玉
置
の
裔
也
。
玉
置
莊
司
、
南
朝
に
仕
え
軍
功
有
り
。

と
の

記

事

あ
り
。

或
は
い

う
、

資

盛
の

子
、

伊

勢

國

蔦

野
の

住

人

資

平
、

壽

永
の

乱
、

資

盛
の

子

熊

野
に

逃

れ
、

玉

置

山

社

司
と

な
り
、

蔦
野
十
郎
と
い

う
。
又
い

う
、
資
盛
伊

勢
鈴
鹿
郡

久
我
に
追
放
せ
ら

れ
て
二
子
を
生
む
。
盛
國
、
盛
次
に
し
て
、
盛
次
は
成
長
の
後
、
熊
野

八
庄
司

な
る
玉
置
の
庄
司
と
な

る
。

更
に
い
う
、

資
盛
は
京
よ
り
落

ち

来
り
て
玉
置
の
養
子
と
な

る
と
。
傳
承
の
区
々

な
る
は
、
後
人
の

作
為
が
数
次
に
わ
た
り
し
も
の
と
評
せ
ら
れ
る
ヽ
こ
と
多
し
。

小

松

内

大

臣

重

盛
の

子

三

位

中

將

資

盛
が
、

仁

安

元

年
に

伊

勢

に

流

さ

れ
、

一

年
に
し
て

帰

京
せ
し
は

事

実

な
り
。
そ
の

子

女
に

関

し
て
は
、
左
の
諸
説
あ
る
も
、
何
れ
も
正
史
に
見
ず
。

盛
綱

北
條
氏
の
内
管
領
長
崎
氏
の
祖
。

親
真

尾
張
織
田
氏
の
祖
。

盛
國

伊
勢
の
関
左
近
將
監
実
忠
の
父
。

或
は
実
忠
も
資

盛
の
子
と
伝
う
る
あ
り
。
仁
安
元
年
に
、
資
盛
は

僅
か
に

十

三

歳
、

配

流

六
ヶ

月
に
し
て

帰

京
せ
り
。

右
の

人

名
は

勿

論
、

玉
置

氏
の
祖
と
い

う

直

虎
、

資

平
或
は
盛

次

ぎ
何

れ

も
、
資

盛



の
子
と
は
信
じ
難
し
。

熊

野
に
は
、
資

盛
の
兄

維
盛
の
傳
説

あ
り
。

壽

永

三
年
、

維

盛
は

屋

島
を
逃

れ
て
紀
伊
に
到
り
、
髙

野
山
に
て
剃

髪
す
る
。
そ
れ
よ
り

熊

野
に

出
て

舟
に
乘
り
、

那

智

海
に

入

る
と
佯
り
て
、

牟

婁
郡
の
藤

縄
に

隠

る
。

小

松

氏
、

色

川

氏
は
そ
の

後

な
り
と
い

う
。

小

松

氏
は

在
田
郡
に
あ
り
て
後
世
に
伝
う
る
の
他
、
信
州
・
薩
摩
・
大
隅
に
も
、

維
盛
の
子
孫
の
伝
承
あ
り
。

か
く
の

如
く
、

吉

野
の

南

方

及

び

紀

州

熊

野
に
、

平

維

盛
・

資

盛

の

伝
承
の
残
れ

る
は
、
そ
の
理
由

無

き
に
し

も
非
ざ

る

も
、

史
に
徴

し
て
そ
の
傍

證
を

得
難
し
。
源

頼
朝
の
死

後

四
年
を

経
て
、

元
久

元

年
に

伊

賀
・

伊

勢
の

平

氏

乱

を

作

す
。

所

謂

三

日

平

氏
と

称
せ

ら

れ
、

忽
ち
に
し
て

平
げ

ら

れ
し

も
、
そ
の

族

人

各

地
に

逃

亡
し
、

伊

賀
平
氏
・
伊
勢
平
氏
の
系
を
詐
り
て
小
松
内
大
臣
の
子
孫
と
稱
す
る

に
到
り
し
か
と
も
考
え
ら
る
。

熊
野
本
宮
の
玉

置
氏
が
、
平
安
時
代
に
は

吉
野
郡
に
も
住
し
、
玉

置

権

現

を

奉

祀
し
て
、
や
が
て
平

氏
の

裔
、
そ
の

系

を

嗣

ぎ
し
も
の

か
。

権

現

所

蔵

金

石
文
の
年
号
に
よ
り
て
、
こ
れ

を

知
る
こ
と

を

得



べ
し
。

承

久
の
頃
よ
り

北
條

氏
に
属
し
て
、

八

十
五

町
の
地
を
領
し
、
元

弘
の
頃
に
庄

司
盛
髙
あ
り
。
十
郎
直
平
が
五
世
孫
と
い

う
。
妻
は
京

都
近
衛
家
の
女
な
る
も
子
無
し
。
。
右
大
臣
近
衛
家
基
の
子
孫
な
る

左
衛
門
尉
直
光
を
以
て
家
督
と
な
し
、
玉
置
氏
を
相
続
す
。
直
光
以

後
、
玉
置
氏
は
藤
原
姓
と
な
り
、
姓
名
を
改
め
て
近
衛
小
太
郎
直
髙

と
称
せ
り
と
い

う
。

三
子
あ
り
、

長

子
は
玉

置

山
別
當

を
相

続
し
て

十

津

川
に

あ

り
、

次

子
は

紀

伊

日

髙

郡

川

上
（

河

上
）

莊
に

住

す
。

上
和
佐
村
手
取
城
主
た
り
。
三
子
は
同
日
髙
郡
寒
川
莊
に
住
す
。
山

地
の

鶴

城

主
た
り
。
「

中

興

武

家

諸

系

図
」
に
、

玉

置
・

藤
（

藤

原
の

こ
と
）

本

国

紀

伊

熊

野
と
見

ゆ
る
は
、
こ
れ

ら
武

家
と
な
り
し
玉

置

氏
の
こ
と
を
記
せ
る
な
り
。

大
和
國
住
人
、
玉
置
肥
前
守
藤
原
忠
孝
の
末
孫
、
玉
置
傳
八
郎
政

忠
の

後

裔
と

傳

う

る

玉

置

氏
は

現

在
「

丸
に

違
い

鷹
の

羽
」
の

紋

を

用
い
、

代

々

十

津

川
に

あ

り
し

玉

置

氏
は
、
「

州

浜
」
・
「

右

頭

三
つ

巴
」

な
ど
の

紋

を

伝
え
た
り
。

又
、

十

津

川
の

折

立

村
に

あ
り
し

玉



置
氏
に
し
て
、
慶
長
中
に
左
京
と
い
う
者
あ
り
。
大
坂
に
て
戦
死
し
、

そ
の

弟
は

浅

野

氏
に

仕
え
て

廣

島
に

移
り
、

賀

茂

郡
に
住

す
。
そ
の

弟
宗
珊
は
四
日

市
に
て
医
を
業
と
す
、
と
伝
え
た
り
（
藝
藩
通
志
）
。

鷹
に
違
い

鷹

の

羽

の

紋

「
十
津
川
郷
、
鎗
役
由
緒
家
筋
書
」
に
、

郷
頭
分
の
内
、
玉
置
笹
坊
・
野
尻
助
左
衛
門

杉
之
瀬
村
庄
屋
、
玉
置
久
米
之
丞

同

村
に

玉

置

源

次

玉
井
川
村
庄
屋

玉

置
久

米
之
丞

竹
筒
村
に

玉
置
彌
善
次

折
立
村
庄
屋

玉
置
右
京

同
村
に

玉
置
宇
源
太



な
ど
の
人
名
見
ゆ
。

藤
堂
髙
虎
の
孫
和
泉
守
髙
久
、
父
祖
に
嗣
ぎ
て
伊
勢
國
津
の
藩
主

た
り
。
そ
の
家
臣
に
玉
置
七
左
衛
門
和
明
あ
り
。
下
河
辺
重
純
の
娘

を

妻
と
し
、
そ
の

子

左

太

郎
は
、

重

純
の

子

重

益
の
後

嗣
と

な

る
。

け
だ
し

大

和
出

身
の
玉

置

氏
に
し
て
、
慶

長

以

後
、

藤

堂

藩
に
仕
え

し
一
族
な
る
べ
し
。

こ
れ
よ
り
先
き
、
伊
勢
の
北
畠

氏
の
家
中
に
も
玉
置
氏
あ
り
し
こ

と
、
北
畠
家
臣
帳
に
見
え
た
り
。

そ
の
文
に
曰
く
、

玉

置

庄

司
、

熊
野

權
現

神

職

福
井
之
助
、
子
孫
、
津
家
中
仙
右
衛
門
、
一
志

郡
三
雲
比
津
関
、
加
番
、

右
の
子
孫
が
、
藤

堂
氏
の
家
臣
と
な
り
し
も
の
か
、
詳
細
知
り
難

し
。



一
、
室
町
期
以
後
の
紀
伊
玉
置
氏

前
節
に
記
せ
し
如
く
、
室
町
期
よ
り

以
後
は
、
玉
置
氏
は
藤
原
姓

を
称
し
、
熊

野
本

宮
祀

官
の
者
、
逆
に
、

十
津

川
よ
り
紀

伊

日
髙

郡

に
移
り
て
、
武
家
と
な
り
し
家
の
こ
と
、
世
に
伝
え
ら
れ
た
り
。

足
利
幕
府
の
記
録
文
書
た
る
「
永
享
以
来
御
番
帳
」
に
、

四
番
、
玉
置
民
部
少
輔

同
じ
く
「
文
安
年
中
御
番
帳
」
に
、

四
番
、
玉
置
太
郎

と
あ
り
、

又
、
「
康
正
段
錢
引
付
」
の
記
録
に
も
、

五
貫
文
、
玉
置
民
部
少
輔
、
紀
州
河
上
庄

拾
貫
七
文
、
玉
置
民
部
少
輔
、
紀
州
河
上
庄

及
び
、
「
長
享
元
年
九
月
、
將
軍
江
州
動
座
着
到
」
に
、

東
山
殿
祇
候
、
玉
置
民
部
少
輔

な
ど
見
ゆ
。

こ

れ

ら
は

皆
、

紀

州
に

あ
り
し

玉

置

氏
に
し
て
、

室

町

幕

府
の
家

人

た
り
し
こ
と
明
ら
か
な
る
も
、
系
図
な
ど
伝
わ
ら
ず
、
詳
細
を
知



り

難
し
。

前

節
に
記
せ
る
が
如
く
、
紀

伊

日

髙
郡

河

上
庄
、

上
和

佐
村
手
取
城
主
、
及
び
寒
川
庄
山
地
鶴
城
主
の
一
族
な
り
。

前

記

民

部

少

輔
の

族
に

加

賀

守

な

る

者

あ

り
。

熊

野

本

宮
の

祀

官
、

右

坐
の
坂

本

大

尉
の
先

祖
に
し
て

文

明

頃
の

人

な
り
と
い

う
。

又
、
和
佐

村
城
主
玉
置
加
賀
守
の
弟
に
、
玉
置

蔵
人
あ
り
。
畠
山
氏

に
仕
え
て
河
内
國
の
喜

志
、
板
持
等
の
地
を
知
行
す
。
蔵
人
に
子
無

し
。

同
じ

畠

山

家

中
の

渡

辺

与

左

衛
の

子
、

与

一

兵

衛

を

養

子
と

す
。
そ
の
子
与
兵
衛
、
元
和
七
年
に
日
髙
郡
髙
家
村
の
六
十
人
地
士

に
命
ぜ
ら
る
。
そ
の
裔
に
清
三
郎
あ
り
。
伯
父
八
郎
右
衛
門
も
元
禄

七

年
、
武
藝
に
依
り
て
爭
論
し
、
共
に
六
十
人
地

士
に
命
ぜ

ら
れ
た

り
。
こ
れ

ら
の
子

孫
に
、

玉
置

甚

左
衛

門
、

同
三

左

衛
門

な
ど

あ

る

旨
、
「
紀
伊
國
続
風
土
記
」
に
記
さ
れ
た
り
。

又
、

戦

国

末

期
の

手

取

城

主

玉

置

民

部

少

輔
の

妾

腹
の

子
に

孫

右
衛
門
あ
り
。
元
和
年
中
に
愛
川
村
大
莊
屋
と
な
り
、
子
孫
相
継
ぎ

て
宝

暦
五
年

以
来
、

代
々
地
士
と
な
り
、

孫
助
な
る

者
あ
り
、
と
も

同
書
に
記
載
あ
り
。



一
方
山
地
の
鶴
ヶ
城
々
主
は
、
文
明
の
頃
に
地
頭
玉
置
左
衛
門
大

夫

あ

り
、

下

野

守

直

虎
に

あ

り
て
、

玉

置

氏
と

も

山

地

氏
と

も
い

う
。
玉
置
大
宣
の
十
世
の
孫
に
大
膳
亮
直
和
あ
り
。
千
光
院
と
も
稱

し
、
天
正
十
三
年
に
豊
臣
秀
吉
の
紀
伊
征
討
の
折
降
伏
し
、
所
領
を

減
せ
ら

れ
て
三

千
石

を
領

す
。

此
の
時
、

玉
置

兵

部
大

輔
の

孫
、

紋

之
助
盛
重
、
山
地
の
四
頭
、
小
川
・
松
本
・
久
保
・
古
久
保
氏
ら
の
盟

主
と
な
り
て

抗
戦
せ
り
と
い

う
。
直

和
の
子
に
小

平

太
あ
り
。
幼

名

百

松
、

秀

吉
の

弟

秀
長
に
附
せ
ら

れ
、

慶
長

五

年
関
ヶ

原
の
戦
に
は

西
軍
に
加
わ
り
て
没
落
し
、
そ
の
後
は
尾
張
徳
川
氏
の
臣
と
な
る
と

い
う
。

こ
れ
よ
り
約

百
年
の
後
、
徳
川
家
宣
が
櫻

田
館
に
居
り
し
時
、
右

筆
と
し
て
仕
え
し
者
に
玉
置
半
助
喬
直
あ
り
。
家
宣
が
江
戸
城
に
入

り
し
後
、
御
家
人
と
な
り
て
右
筆
を
勤
め
、
廩
米
二
百
俵
を
給
せ
ら

る
。

享
保

八
年
六
十
八
才
に
て
死
せ
し
が
、
そ
の
子
孫
は
幕
府
の
直
参
と

し
て
、
左
の
系
を
伝
え
た
り
。

保
次
郎

○

喬

直

直

之

安

直

直
養



半
助

金
平

政
郎
吉

治
右
衛
門

半
助

右
筆
組
頭

右
筆
組
頭

延
享
三
年
死

銕
炮
玉
薬
奉
行

寛
政
十
年
死

初
資
興

彦
四
郎

茂
曹

直
弘

平
岡
氏
養
子

清
水
家
に
仕
う

小
宮
山
氏
妻

女
子

女
子

洲
浜

寺
沢
氏
妻

女
子

の
紋

新
村
氏
妻

家
紋

洲
浜

稲
丸

菩
提
寺

浅
草
宝
蔵
寺

家

傳
に

よ

れ

ば
、

先

祖
は

紀

伊

國

玉

置
に

住
せ
し
と
の
み

あ

り

て
、
喬
直
以
前
の
系
は
不
明
な
り
。

紀

伊
の

牟

婁

郡
に

も

玉

置

氏

あ

り
。

同

郡

市

瀬

村

龍

神

山

城
に

は
、

中

世
よ
り

山

本
氏

あ
り
て
威

を

振
い
し
が
、

天
正
の
頃
の
山

本

主
膳
康
忠
の
伯
父
に
玉
置
圖
書
直
俊
あ
り
て
、
康
忠
の
後
見
を
せ
し

と
い

う
。

近

世
に
は
、

岩

田

郷

朝

來

村
に
、

玉

置

宇

左

衛

門

あ

り
。



又
、
海
部
郡
雑
賀
崎
浦
に
は
、
玉
置
為
吉
あ
り
。

こ

れ

ら

紀

州

各

地
に

玉

置

氏

あ

る

も
、

伝

来
の

系

図

失

な

わ

れ

て
、
詳
細
を
知
り
難
し
。

関
ヶ

原
の
役

後
、

浅

野

幸

長
の

紀

州
に

封

ぜ

ら

る
ヽ
や
、

玉

置

氏

の

一
族
に
し
て
浅
野
氏
に

仕
え
し
者

あ
り
。

元
和

七

年
、

浅
野

氏
は

安

藝

備

後
の

国

守
と

な

り
、

長

晟
の

一

族

忠

吉
、

三

原

城

主
と

な

る
。
此
の
時
紀
州
よ
り
随
行
せ
し
家
臣
の
中
に
、
百
二
十
石
玉
置
右

衛

門
の

名

あ
り
。
「

藝

藩

通

志
」
に

記

載
せ

る

玉

置

左

京
と
そ
の

弟

と
の
異
同
を
明
ら
か
に
せ
ず
。

一
、
各
地
の
玉
置
・
玉
木
氏

東
国
、
上
總
天
羽
郡
に
環
邑
あ
り
。
土
地
の
旧
族
の
真
里
谷
道
観

入

道

あ
り
、
峰

上
に

城

を
築

き
て

玉
木
の
城
と
い

う
。
そ
の
子

丹

波

守
と
共
に
、
文

明
三
年
里
見

義
実
と
戦
い
て
敗
れ
た
り
。
清

和
源
氏

武
田
の
族
と
い
う
も
、
そ
の
実
は
郡
司
系
の
古
族
な
る
べ
し
。



上
野
國
太
田
の
大
光
院
入
口
に
、
族
宿
芭
蕉
屋
あ
り
、
玉
置
氏
を

称
し
て
「
丸
に
釘
抜
」
の
紋
を
伝
え
た
り
。

丸
に
釘

抜
の
紋

美
濃
國
可
兒
郡
に
玉
置
氏
・
玉
木
氏
あ
り
。
天
正
九
年
御
嶽
村
の

住

人
に
、

玉
置
与
次

郎
見
え
、

同
郡
中

切
村

神
明
社
の
祀
官
を
、
玉

木
氏
と
い
う
（
新
撰
美
濃
志
）
。
同
社
は
帷
子
七
郷
の
惣
社
な
り
。
玉

置
刑

部
大
輔
な
る
祀
官

も
あ
り
と
伝
う
れ
ば
、
玉
置
・
玉
木
通
じ
て

用
い

ら
れ
し
な
り
。
玉

置
格
外
・

玉
木
三

蔵
な
ど
の
名
も
見
ゆ

れ
ど

も
、
詳
ら
か
な
ら
ず
。

信
濃
國
伊
奈
郡
の
立
石
に
玉
置
氏
あ
り
。
「
洲
浜
」
の
家
紋
を
使
用

し
て
今
に
伝
う
。

洲
浜

の
紋



武

蔵

國

都

筑

郡
に

玉

置

氏

あ
り
。

近

世

密

経

新

田

を

開

発
せ

る

者
を
、
玉
置
小
兵
衛
と
い
う
。

上
方
、
大
和
・
紀
伊
の
玉
置
氏
が
、
中
世
以
後
伊
勢
に
も
あ
り
て
、

北
畠
氏
・
藤
堂
氏
に
仕
え
し
こ
と
は
、
前
記
の
如
く
な
り
。
近
世
、
天

台

宗
の

門

跡
、

聖

護

院
の

宮

侍
に

玉

木

氏

あ

り
。

本

姓

橘

氏
と

称

し
、
寛
政
六
年
に
生
ま
れ
し
正
騰
な
る
人
、
從
六
位
上
河
内
介
に
敍

任
せ
ら
る
。

垂

加

神

道
の

流

れ

を

引
く

正

親

町

神

道
の

学

頭
に

玉

置

葦

齋

正

英

あ

り
。

元

文

元

年

七

月
に

没
し
、
そ
の

子
に

愼

齋

あ
り
。

一
に

橘

神
道
と
も
言
い
、
葦
齋
の
門
人
に
竹
内
式
部
あ
り
。

山

陽

道
の

美

作
に

玉

置

氏

あ

り
。
「

美

作

名

門

集
」
に

記
し
て
い

う
。
苫
田
郡
津
山
の
玉
置
氏
、

平

資

盛
の

子

盛

次

二

十

世
の

孫

玄

蕃

頭
、

豊

臣

秀

吉
よ

り

美

濃

郡

上
に
て

三

万

石

を
賜

わ

る
。
そ
の
子

久

弥
、

後

平

助
、

元

次
と

改
む
。
秀
頼
よ
り
二
万
石
を
賜
わ
り
、
関
ヶ
原
の
役
後
郡
上
郡
九

々
里
村
に

逃
る
。
慶
長
八
年
森
忠
政
に
随
從
し
て
津
山
に
入
る
。



久

弥
の
子

忠
次

清
右
衛

門
、
又
、
六
郎

左
衛
門
、
晩

年
致
仕
し
て

大

布

屋
と

称

す
。

子

孫

世

々

大

年

寄
り

を

勤
め

六

人

扶

持

を

受

く
。
津
山
三
家
の
一
た
り
。
当
主
萬
吉
氏
は
元
次
十
二
世
の
後
な

り
。
元
次
四
世
の
孫
六
郎
左
衛
門
邦
教
の
二
男
宇
左
衛
門
教
元
、

三
室
屋
を
称
し
て
分
家
す
。
世
々
三
人
扶
持
を
賜
わ
り
、
札
元
役

た

り
。

教

元
の

妻
は
、

京

都

禁

裡

御

取

次

三

沢

壹

岐

守
の

女

な

り
。

教

元
の
子

恵
吉

教
篤
、
そ
の
宇
左

衛
門
教
武
、
清

右
衛
門
妙
興
、

？

稲
村
義
七
郎
忠
義
の
三
人
あ
り
。
教
武
の
子
は
新
助
教
明
、
妻
は

京
教
泉
亭
三
位
祐
保
の
女
。
そ
の
子
宇
左
衛
門
寛
敬
、
妻
は
京
都

外
山
大
納
言
の
女
。
当
主
鶴
吉
は
、
教
元
七
世
の
後
な
り
。

宗

家

大

布

屋
の

別

家
に
は
、

更
に

三

津

屋
・

鍔

屋
・

松

屋
の

玉

置

氏
あ
り
し
も
、
今
何
れ
も
絶
家
せ
り
。

三

室

屋
の

別

家
は
、

教

篤
の

二

男

妙

興

を

祖
と

す

る

美

濃

出

屋

あ
り
。

当

主

恒

治
郎
は
そ
の
四

世
の
孫

な
り
。

又
、

教

明
の
子
梯

助
も
別
家
し
、
三
世
に
し
て
当
主
教
行
に
到
る
。

右
の
記
事
を
図
示
す
れ
ば
左
の
如
く
な
り
。

盛
次
二
十
世
の
孫



○

玄

蕃
頭

元
次

忠
治

久
弥
平
助

清
右
衛
門

六
郎
左
衛
門

（
三
世
孫
）

邦
教

（
宗
家
）
大
布
屋

萬
吉

（
別
家
）

三
津
屋

鍔
屋

松
屋

教
元

教
篤

教

武

美
濃

妙
興

出
屋

稲
村
氏

忠
義

三
室
屋

教
明

寛
敬

（
別
家
）

梯
助

但
し
、

右
の
記

事

を
史
実
に
徴

す

る
に
、

些
か

疑
問
の
点
無

き
に

し

も

あ

ら

ず
。

豊

臣

秀

吉
よ

り

美

濃

郡

上
の

地

四

万

石

を

賜

わ

り



し
は
、

稲

葉

右

京

亮

貞

通
に
し
て
、

関
ヶ

原
の

戦

後

臼

杵
に

移

り
、

替
り
て
、
遠
藤
但
馬
守
慶
隆
が
郡
上
の
領
主
と
な
れ
り
。

さ
れ
ば
此
の
玉
置
氏
は
、
先
に
述
べ
し
大
膳
亮
直
和
の
子
小
平
太

の
一
族
か
、
或
は
山
地
の
玉
置
紋
之
助
盛
重
の
子
孫
な
る
や
も
し
れ

ず
。安

藝
國
賀
茂
郡
に
移
り
し
玉
置
氏
の
こ
と
は
、
既
述
の
如
く
大
和

出
身
の
一
族
な
り
。

山
陰
道
に
も
玉
木
氏
あ
り
。
松
江
の
藩
主
た
り
し
堀
尾
山
城
守
の

給
帳
に
、

二
百
石
、

玉
木
助
九
郎

と
あ
り
、

そ
の
後
、
松
江
松
平
藩
の
用
人
中
に
も
玉
木
氏
あ
り
。

近
世
、
乃
木
瑞
栄
の
妻
染
は
、
毛
利
綱
広
の
生
母
昌
壽
院
に
仕
え

て
、

玉

木

局
と
い

う
。

依
て
そ
の

子

金

右

衛

門

春

政
、

母
の

功
に
よ

り
て
、
玉

木

氏

を
称

す
。

族
人
に

勤
皇
の
士
彦

助

正
弘

あ
り
、
正

五

位
を
贈
ら
る
。



九

州

肥

後
の

細

川

藩

中
に

も

玉

置

氏

あ

り
。

又
、

肥

後

藩
の

支

藩
、
松
浦
豊
後
豊
後
守
の
家
中
に
も
玉
置
氏
あ
り
。
環
左
衛
門
勝
雄

の
子
、
環

一
郎
直
雄
は
讓
齋
と
号
す
。

幕
末
明
治
の
儒
者
と
し
て
名

有
り
。

一
説
に
、
玉
置
小
平
太
の
系
と
し
て
次
を
伝
え
た
り
。

権
大
納
言

○
久
我
晴
通

通
堅

代
々
相
続
し
て
明
治
に
及
ぶ

正
二
位
権
大
納
言

天
正
三
年
薨

興
福
寺

空
辰

相
國
寺

等
潤

日
勝

通
春

本
國
寺
上
人

一
尾
淡
路
守

徳
川
家
康
に
仕
う

寛
永
十
年
死
年
五
十
六

一
尾
長
兵
衛

通
利

一
尾
伊
織

小
兵
衛

通
尚

通
勝



二
人

女
子

玉
置
小
平
太

直
次

一
尾
忠
兵
衛

通
久

一
尾
喜
内

通
可

二
人

女
子

年

代

を

案

ず

る
に
、

此
の

小

平

太
は

寛

永

年

中

以

後
の

人

な

れ

ば
、
大
膳
亮
直
和
の
子
に
し
て
関
ヶ
原
に
出
陣
せ
る
玉
置
小
平
太
と

は
同
名
異
人
な
る
も
、
記
録
に
は
、
尾
張
の
家
臣
玉
置
百
松
の
養
子

と
な
る
と
し
る
さ
れ
た
り
。



資

料



昭
和
五
十
一
年
三
月
吉
日
発
行

編
集
人

武
田
光
弘

族

書

（
坂
本
菱
花
）

一

製
作

井
上
勝
仁

日

本

置

製
本

（
駒
田
安
男
）

家

系

玉

発
行
人

北
村

進

協

会

発
行

所

日

本

家
系

協

会
出

版

部

東
京
都
中
央
区
銀
座
三
ノ
八
ノ
四

一

電
話
〇
三
（
五
四
三
）
八
〇
七

（
限
定
二
百
部
）

あ

と

が

き



こ
の
書
は
、
川
辺
公
民
館
図
書
室
風
樹
文
庫
に
、
『
丹
生
郷
土
誌
』

の
コ
ピ
ー
の
傍
に
、
コ
ピ
ー
が
蔵
書
さ
れ
て
い
た
。

前

書

き

も

何

も

な
い
が
、

巻

頭
に

玉

置

神

社
の

朱

印
が

あ

る
の

で
、
十
津
川
の
玉
置
神
社
が
依
頼
し
て
、
日
本
家
系
協
会
出
版
部
が

編
集
し
た
も
の
で
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
昭
和
五
十
一
年
三
月
発

行
と
あ

る
か

ら
、
ヒ
ョ
ッ
ト
す
れ
ば

御
坊

市
出

身
の
故

玉
置
和
男

衆

議
院
議
員
が
依
頼
し
た
も
の
か
も
知
れ
ぬ
。

風

樹

文

庫
は

元

川

辺

町

長

平

井

栄

太

郎

氏
の

基

金
で
、

郷

土

資

料
を
集
め
た
も
の
で
、
貴
重
な
文
献
も
蔵
書
し
て
い
る
。

平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
四
月
十
九
日

清

水

章

博


